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令和２年　12 月

　現在奥州市内では、1000 を超える遺跡が確認されています。
　これらの遺跡のうち、特に重要なものは「史跡」に指定され、
厳重な保護が図られています。市内には、縄文、古墳、平安か
ら中世、近世と各時代を代表する国指定史跡がそろっていて、
本市の歴史を特徴づけています。
　今年度の企画展では、鎌倉時代から安土桃山時代までのいわ
ゆる「中世」と呼ばれる時代を展示します。特に、胆江地方を
拠点とした人々の拠点である城館に着目し、文献や宗教資料も
織り交ぜつつ、地域の特徴を明らかにしていきます。
　奥州市内５地域での巡回展示を通して、多くの方々に地域の
歴史をご覧いただければ幸いです。



　今回の巡回展では、鎌倉時代（13 世紀）から安土桃山時代（16 世紀）までの史資料を
展示しています。これらの時代は三時代区分法では「中世」とも呼ばれます。この時期に
は、平安時代までの京都を中心とする支配秩序を守ろうとする人々と、それに抵抗して新
たな秩序を求める人々がせめぎ合い、日本史の中で最も社会が混乱していました。　　
　本展示では、これらの時代を生きた胆江地方の人々について、最新の知見を踏まえて明
らかにしていきます。

はじめに

Ⅰ 胆江地方の中世を辿る

１．鎌倉時代
　東北地方で栄華を誇った平泉藤原氏は、
文

ぶ ん じ

治５年（1189）の奥州合戦で源頼朝に敗
れ滅亡します。平泉藤原氏の支配領域には、
新たに頼朝の御家人（家臣）が所領を与えら
れます。胆江地域は、下

し も う さ

総国葛
か さ い の み く り や

西御厨を本拠
地とする葛西清

き よ し げ

重に与えられることになりま
した。清重には、胆沢・江刺郡を含む葛西五郡二保

ほ

（他には牡
お し か

鹿・磐井・気仙郡、黄
き の み

海・
奥玉保）と呼ばれる広大な所領の他、「奥州惣

そ う ぶ ぎ ょ う

奉行」と呼ばれる陸奥国内の御家人を統制
する役割が与えられました。
　平泉藤原氏の中心拠点である「平泉保」については、清重には与えられず鎌倉幕府の直
轄領となりましたが、「奥州惣奉行」としての清重の拠点は平泉保内にありました。同じ
く「奥州惣奉行」に任じられた伊沢家景（留守氏の祖）は、陸奥国府の多賀城周辺に拠点
を置いています。ここから、鎌倉幕府による陸奥国の支配拠点は平泉と陸奥国府にあった
ことがわかります。また、平泉藤原氏は滅亡したとはいえ、その影響力が非常に強く残っ
ていたことがうかがえます。
　清重の死後、葛西五郡二保はその子供たちによって分割相続されたとみられます。孫の
代にはさらに分割相続され、所領の細分化が進みますが、葛西惣

そ う り ょ う

領（宗家の当主）を中心に、
各庶流（分家）が相互に連携し、一つの葛西「家」として存続します。彼ら一族は、通常
時は所領にはおらず、幕府の有力御家人として鎌倉に在りました。このことは、鎌倉中期
まで彼らが「鎌倉中」として御家人の名簿に登場することからも分かります。実際の在地
支配を担当していたのは、彼らの被官（家臣）たちで、葛西御厨内の地名を名字とする人々
も確認されています。
　しかしながら、度重なる幕府内の勢力争いを勝ち抜いた北条得

と く そ う け

宗家によって、その専制
支配が進む中で、葛西氏もその所領支配の強化に迫られます。葛西領内では、胆江地域の
所領支配をめぐり、葛西一族と中尊寺が何度も相

そ う ろ ん

論（裁判）を繰り広げています。この争
いの中、中尊寺は北条一族出身者を繰り返し僧侶として迎え入れ、葛西氏に対抗していく
こととなります。この両者の争いは、鎌倉末期まで続きました。

　　　（葛西御厨図）
出典：一関市博物館 2015『葛西氏の興亡』
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２．南北朝時代
　元弘３年（1333）、北条得宗家による専制が全国の御家人の反発を招き、鎌倉幕府が滅
亡します。その後、倒幕を主導した後

ご だ い ご

醍醐天皇により、建
け ん む

武の新政が開始されます。しか
しながら、後醍醐天皇による新政に不満を持つ足利尊氏が建武２年（1335）に新政から
離反して北朝を樹立したことにより、全国のあらゆる勢力が北朝方・南朝方に分かれて争
う南北朝の内乱が始まります。
　東北地方においてこの争乱は、陸奥国府を抑えて拠点とする南朝方と、それに対抗して
関東地方（鎌倉）から東北地方を牽制する北朝方の争いとして始まります。南朝方の体制
は、建武の新政開始直後に構築された、後醍醐天皇が陸奥国に派遣した義

の り よ し

良親王を頂点と
し、陸奥守・鎮守府将軍の北

き た ば た け

畠顕
あ き い え

家が親王を補佐するという「奥州小幕府」体制が基軸と
なります。この奥州小幕府体制は、後に出羽国もその体制に組み入れ、東北地方において
強力な支配体制を構築します。

出典：一関市博物館 2015『葛西氏の興亡』
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　南北朝の争乱が始まると、陸奥国府を既に抑えている南朝方に対して、北朝方が東北地
方の反南朝勢力をまとめて対抗します。鎌倉で義

よ し あ き ら

詮（尊氏の子、後の室町幕府２代将軍）
を補佐していた斯

し ば

波家
い え な が

長を奥州総大将に任じて攻勢を強めたのです。しかし、北朝方は顕
家の勢いを止めることはできず、顕家の上

じ ょ う ら く

洛の途上で鎌倉が攻められて家長が討ち取られ
るなど、北朝方の東北地方の支配体制は動揺を続けます。やがて全国的な北朝方の巻き返
しが進む中で、東北地方の南朝勢力も弱体化し、暦

り ゃ く お う

応元年（1338）に顕家が２回目の上
洛の際に戦死すると、北朝方が優位に立つようになります。
　この争いの中、胆江地方には、それまで鎌倉に居住していた葛西一族が多く移住してき
ました。それまでの鎌倉から代官を派遣するという支配体制から、直接現地に一族が赴き
支配するという体制に転換したのです。移住してきた具体的な時期は明らかではありませ
んが、鎌倉末期から南北朝初期にかけて葛西一族と中尊寺が繰り返し所領をめぐって争っ
ていることから、この頃に現地支配体制の強化（所領への移住）が起こったとみられます。　
　また、葛西惣領の清

き よ さ だ

貞は、葛西家による支配を強化するために、支配拠点を平泉から北
上川河川と太平洋海運の要衝である牡鹿郡に移動させました。清貞は交通の要衝を押さえ
ることにより葛西家の影響力の増大を企図した訳ですが、結果として胆江地域には葛西惣
領の力が及びにくくなり、胆沢郡では柏

か し や ま

山氏、江刺郡では江刺氏の自立性が強まることに
なります。
　清貞は移住後には南朝方に属して活躍します。しかしながら、一族は一枚岩ではなく、
北朝方に属する人々が存在していたことが分かっています。康

こ う え い

永元年（1342）、顕家の後
任であるその弟北畠顕

あ き の ぶ

信と、北朝方で新たに奥州総大将に任じられた石
い し ど う

塔義
よ し ふ さ

房が栗原郡
三
さんのはざま

迫で合戦を繰り広げますが、その際に義房が柏山氏・江刺氏に軍勢催促を行っています。
葛西惣領の清貞は顕信に味方していますので、やはり葛西領内でも対応が割れていたこと
が分かります。結果、東北地方の国人たちの支持を得られなかった顕信は敗北し、東北地
方における南朝勢力の敗北は決定的となりました。葛西一族も、この後に揃って北朝方に
属するようになります。
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　胆江地方においては、この後、新たな地域秩序の構築が始まります。その嚆
こ う し

矢となった
のが貞

じ ょ う わ

和４年（1348）の大
だ い ば い

梅拈
ね ん げ ざ ん

華山圓
え ん つ う

通正法寺開山です。正法寺の開山には、長
お さ べ

部氏や
黒
く ろ い し

石氏といった胆江地方及び磐井郡の国人の力が大きく作用していましたが、同時に当時
北朝の東北地方出先機関である奥州管

か ん れ い

領の権力も見え隠れします。当時、奥州管領は両管
領制（管領二人体制）を採っていましたが、その一人吉

き ら

良貞
さ だ い え

家は中尊寺や鎮守府八幡宮の
所領に対する禁制を発するなど、当地域の安定を図っています。彼の影響力もまたこの地
域において正法寺が開山される一つの原動力になったとみられます。
　正法寺は、吉良氏が奥州管領から退いた後、新たに管領に任じられた斯波氏とも結びつ
きを持ちます。その関係を背景に、正法寺は寺領の拡大に成功します。胆江地方の国人
も、奥州管領である斯波氏と結ぶ正法寺に所領を寄進して関係を深め、自身の所領の安定
を図ったのです。一方で、当時の胆江地方には、斯波氏の直轄領や、江刺氏などのように
奥州管領斯波氏などの上部権力を通じて室町幕府と直接結びついていた有力国人の所領も
あり、非常に複雑な状態となっています。しかしながら、編成の方式に違いがあるにせよ、
胆江地方の国人は斯波氏の編成下にあり、当地域はその秩序によって安定していたのです。
つまるところ、胆江地方全域は室町幕府の強い影響下にあったと評価できます。
　このような状況を出現させた要因は、陸奥国内で十分な地盤を持たない斯波氏に対し幕
府が積極的に支援を行ったことにあります。幕府は斯波氏に力を付けさせ、陸奥国の安定
を図った訳ですが、南北朝末期になると幕閣内の勢力争いもあり、今度は斯波氏の権力を
縮小させる方向に政策を転換していきます。

斯
し ば

波氏

和
わ が

賀氏

葛
か さ い

西氏 武
む さ し

蔵国豊
と し ま

島郡を本領とした豊島氏が、伊勢神宮領下
し も う さ

総国葛
か さ い の み く り や

西御厨に移り、葛西氏を称しました。
葛西清重は、源頼朝により奥州惣奉行に任じらるなど、代々鎌倉幕府の御家人として活躍しま
した。留

る す

守（伊沢）氏が国府多賀城で一般行政を管轄したのに対し、葛西氏は陸奥御家人の統
括を担い、中世の陸奥国中部を中心に勢力を張りました。

足利氏の分流で、陸奥国斯波郡を称名の地として斯波氏を名乗りました。南北朝時代には、斯
波（足利・尾張）高

た か つ ね

経の子、斯波家
い え な が

長が北朝の奥州総大将に任じられるなど活躍します。高経の子、
義
よ し ゆ き

将の系統は、京都で三
さ ん か ん れ い け

管領家と言われる室町幕府管領を輩出する幕臣筆頭の家柄となります。
高経の弟、家

い え か ね

兼は奥州管領に任じられ、その子孫が奥州探
た ん だ い

題大崎氏と羽
う し ゅ う

州探題最
も が み

上氏となります。
高
こ う す い じ

水寺の斯波氏も室町期以降には「斯波御所」と呼ばれ、陸奥国内でも高位の家格を維持します。
16 世紀後半に、三戸南部氏の南進によって滅亡しました。

和賀氏は武蔵国の武士団、小野横山党の一員である小野姓中
ちゅうじょう

条氏の出身です。小野横山党は、
前九年合戦で安倍貞

さ だ と う

任の首を奉じた経
つ ね か ね

兼や文治の奥州合戦で藤原泰
や す ひ ら

衡の首を奉じた時
と き か ね

兼を輩出
しており、従来から源氏を支えた武士団でした。和賀郡は鎌倉時代から和賀氏が治め、南北朝
時代から室町時代に勢力を拡大しましたが、奥羽仕置に反発して一揆を起こし、豊臣軍に敗れ
ました。その後、関ヶ原の戦いによる混乱に乗じて和賀主

し ゅ め

馬が一揆を起こしますが、南部氏に
鎮圧されます。

中世の主な氏族 ①
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※ 大矢邦宣・田中惠「曹洞宗の北奥布教と仏師立増―その宗教史・美術史上の意義―」（『岩手県立博物館研究報告』3、1985）掲載の表を基に作成

『正
し ょ う ぼ う

法年
ね ん ぷ

譜住
じ ゅ う ざ ん き

山記』にみえる寄進者と寄進地
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　明
め い と く

徳３年（1392）、南北朝が合一し南北朝時代が終わりを告げます。その前年、陸奥国
及び出羽国の管轄権が突如奥州管領から鎌倉府（室町幕府の関東統治機関）に移管されます。
その影響で、鎌倉府の支配が東北地方全域で始まり、鎌倉府と国人の間で軋

あ つ れ き

轢が起きます。
　胆江地方においても、柏山氏の本拠地である上胆沢が鎌倉府の「御

ご り ょ う し ょ

料所」として指定され、
葛西氏や柏山氏がその決定に抵抗しました。最終的には、葛西氏が決定に従ったことによっ
て事態は収束しますが、このような強力な支配が鎌倉府によって陸奥国全域で行われること
になります。ちなみに、近隣の和賀郡に至っては全域が鎌倉府の「御

ご ぶ ん ぐ ん

分郡」に指定され、郡
惣領も和賀氏から一族の鬼

お に や な ぎ

柳氏に変更されています。室町幕府も応
お う え い

永６年（1399）に勃発
した応永の乱での鎌

か ま く ら く ぼ う

倉公方満
み つ か ね

兼の反幕府行動を重くみ、応永７年（1400）に斯波氏（後に
大崎氏を名乗る）を奥州探

た ん だ い

題に任じ鎌倉府に対抗させようとしますが、十分な効果を上げら
れませんでした。このように、鎌倉府支配への抵抗は、陸奥国南部を中心に和賀郡辺りまで
確認されていますが、ほとんどが終息し、しばらくは鎌倉府の支配が進むこととなります。
　応永 24 年（1417）、鎌倉府内部で勃発した上

う え す ぎ

杉禅
ぜ ん し ゅ う

秀の乱を皮切りに、鎌倉府の東北地
方支配は動揺を始め、幕府が東北地方の支配に介入し始めます。その最中、正

しょうちょう

長元年（1428）
に南奥の白河氏と石川氏の抗争に端を発した幕府勢力と鎌倉府勢力の軍事衝突において鎌
倉府は敗北し、鎌倉府の東北地方の支配体制は実質崩壊します。
　永

え い き ょ う

享８年（1435）、和賀一族で内紛が起こり、その鎮定のため陸奥国北部から斯波御
ご し ょ

所
に率いられ八戸南部氏等の国人が大挙して押し寄せてきます。当時の斯波御所は奥州探題
の支配を補完する機関で、陸奥国北部を管轄していたと推測されます。和賀郡南方からは
奥州探題の軍が進軍し、その中に江刺一族もいました。江刺氏は、幕府との結びつきの強
い一族でしたが、この時も探題軍の先兵となって活躍したとみられます。
　幕府では、嘉

か き つ

吉元年（1441）の嘉吉の乱で将軍義
よ し の り

教が殺害された後、政情が不安定化
し、権力争いが激化します。その結果、応

お う に ん

仁元年（1469）に応仁・文
ぶ ん め い

明の乱が勃発、幕
府権力が大幅に低下します。東北地方においては、文明元年（1470）に、国

こ く じ ん

人間の対立
から発展した葛西・大崎氏の領内全域を巻き込んだ戦乱が発生し、江刺氏や柏山氏など胆
江地方の国人も参戦します。この頃には、奥州探題などの公権力や葛西惣領の氏族内部で
の権力が低下し、戦乱に歯止めがかからなくなっていました。中央では、明

め い お う

応２年（1493）
に将軍義

よ し た ね

稙が幕閣の細川政
ま さ も と

元に追放されるという明応の政変が起こり、全国的に本格的な
戦国時代を迎えます。

３．室町時代

中世の主な氏族 ②

稗貫氏は和賀氏と同じく、武蔵国の小野（中条）保
ほ

を本
ほ ん が ん ち

貫地とした小野姓中
ちゅうじょう

条氏を祖とします。
初めに稗貫郡を与えられたのは、中条家

い え な が

長とみられ、和賀氏の祖である苅
か り た

田義
よ し す え

季の兄にあたり
ます。稗貫氏はやがて郡内各地に分流を輩出し、惣

そ う り ょ う け

領家と庶家の離合集散の下で郡内の支配を
維持しました。戦国時代には、稗貫輝

て る と き

時が足利将軍に拝謁し、稗貫郡の郡主として確固たる地
位を確立しましたが、奥羽仕置によって所領を失うこととなります。

稗
ひ え ぬ き

貫氏
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出典：一関市博物館 2015『葛西氏の興亡』

中世の主な氏族 ③

阿
あ そ ぬ ま

曽沼氏 阿曽沼氏は、下
し も つ け

野国阿
あ そ ぬ ま ご う

曽沼郷を称名の地とする一族です。文治の奥州合戦の勲功により、源頼
朝から陸奥国遠

と お の ほ

野保を拝領し、後に支配領域を閉
へ い

伊郡沿岸部にまで拡大しました。本城は横田城・
護
ご ま ど う

摩堂城から鍋
な べ く ら

倉城（ともに遠野地域）へと移り、領内経営に専心しますが、鱒
ま す ざ わ

沢氏など領内
有力者の離反に苦しみました。奥羽仕置では南部氏の付

ふ よ う

庸（客将）となり所領を維持しましたが、
のちに和賀主

し ゅ め

馬による岩崎一揆の混乱の中で、南部利
と し な お

直の内意を受けた鱒沢氏ら家臣の反乱に
よって没落しました。
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4．戦国時代
　戦国時代の胆江地方は、胆沢郡は柏山氏、江刺郡は江刺氏が中心となって推移します。
葛西氏からの影響力は依然として残っており、これらの複数勢力による複雑なせめぎ合
いが繰り広げられます。永

え い し ょ う

正８年（1511）には、柏山・江刺両氏とも、葛西氏に従って
桃

も の う

生郡の山
や ま の う ち す ど う

内首藤氏を攻めています。また、永正～大
だ い え い

永年間頃の「葛西一族等奉
ほ う が ち ょ う

加帳」に
も、柏山・江刺両氏が登場しています。
　その一方で、柏山氏や江刺氏は自立性を強め、当時勢力を拡大させていた伊達氏と直接
通交するなど、独自の動きを強めます。柏山氏は、天

て ん ぶ ん

文 24 年（1555）に上洛していますが、
これも葛西氏からの自立という動きの一つとみられます。しかしながら、両氏は度々軍事
衝突をしており、一進一退の攻防が胆江地方で繰り広げられていました。葛西氏も、柏山
氏や江刺氏の動静を把握していたようですが、伊達氏から圧迫を受けており、当主に伊達
氏から養子を迎えるなど権力の弱体化が激しく、胆江地方を戦国大名葛西氏の領国として
一体的に支配するには至りませんでした。
　さりとて、柏山氏や江刺氏が葛西氏から全面的に独立し、戦国大名化することもなく、
郡規模の勢力に留まっています。その要因は史料が残っておらず不明ですが、近隣の和賀
氏や稗

ひ え ぬ き

貫氏、阿
あ そ ぬ ま

曽沼氏等も自身が所領とする郡から勢力を拡大出来ていませんので、周辺
地域に同規模の勢力がひしめき合ってしまったがために、領域的な支配を進めることがで
きなかったのかもしれません。

出典：花巻市博物館 2019『花巻城―南部領の成立と展開―』

戦国時代頃の主な城と領地

「讒
ざんじゅうしゅう

拾集」天文二十四年奥州上洛衆
国立公文書館所蔵『蜷川家文書 』
同館デジタルアーカイブより転載

一
　
柏
山
殿
進

こ
れ
を
ま
い
ら
せ
そ
う
ろ
う

之
候

上洛を果たして室町将軍家に拝
はいえつ

謁し
た奥州の氏族の名に柏山氏が含まれ
ています。
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５．安土桃山時代
　中央では、天

て ん し ょ う

正元年（1573）に織田信長が将軍の足利義
よ し あ き

昭を京都から追放し、室町幕
府を滅ぼします。そして、信長自身が政権を樹立し、天下統一に邁進していきます。しか
しながら、胆江地方を含む陸奥国は、まだ統一には程遠い状況で、戦国大名や中小の国

く に し ゅ う

衆
が入り乱れて争い続けていました。
　信長は天正 10 年（1582）に本能寺の変で倒れますが、その後継者争いを勝ち抜いた豊臣
秀吉は、天下統一の仕上げとして、天正 18 年（1590）に総

そ う ぶ じ れ い

無事令（私戦の禁止）に違反し
た小田原北条氏を攻めます。東北地方の大名たちも参陣を求められますが、葛西氏などは参
戦しませんでした。小田原攻めは、北条氏の降伏で幕を閉じますが、秀吉は宇都宮で奥羽諸
将の国

く に わ り

割を行い、葛西氏などの参陣しなかった人々については所領没収の命令が下されまし
た。いわゆる奥羽仕置（宇都宮仕置）です。豊臣軍は、陸奥国南部から没収地を接収し、和
賀稗貫郡まで至ります。胆沢郡柏山には、越後国の大名上杉景

か げ か つ

勝が入っています。
　その最中、胆沢郡柏山で所領没収となった武士達による一揆が起こり、それらが葛西・
大崎旧領や和賀・稗貫郡に広がり、陸奥国北部の糠

ぬ か の ぶ

部郡では九
く の へ

戸政
ま さ ざ ね

実が蜂起します。豊臣
軍はその対処に追われ、改めて討伐軍が中央から派遣されることになります。討伐には、
蒲

が も う

生氏
う じ さ と

郷や大谷吉
よ し つ ぐ

継など豊臣家臣のほか、東北地方の伊達政宗や南部信
の ぶ な お

直が参加していま
す。討伐軍は天正 19 年（1591）に陸奥国南部から一揆を討伐していき、最終的に九戸
政実を滅ぼして奥羽全域を鎮定します。戦後処理として、胆江地方には大谷吉継が入り、
水沢城や岩谷堂城で実務にあたっています。柏山氏や江刺氏は、一揆には加わらなかった
ようですが、所領は没収されていますので、胆江地方には戻れず、南部氏に仕えることと
なります。また、胆江地方は一揆鎮定後の奥羽再仕置により伊達政宗に与えられ、そのま
ま江戸時代を迎えます。

南
な ん ぶ

部氏 南部氏の出自は清和源氏で、甲
か い

斐国の南部郷
ご う

を拠点としていたことから南部氏を名乗るように
なりました。南北朝時代に南部師

も ろ ゆ き

行（八戸南部氏の祖）が陸奥国糠
ぬ か の ぶ

部郡に入部したことが確認
され、その後、糠部郡を本拠地として活動します。南部氏には多くの分流がありますが、室町
時代頃から三戸南部氏の勢力が拡大し、戦国時代に入ると戦国大名化します。三戸南部氏は勢
力を拡大し斯波郡まで至りますが、この段階で奥羽仕置を迎え、豊臣秀吉から領地を安堵され
ます。しかし、糠部郡で九戸政

ま さ ざ ね

実の乱が発生し対応に苦慮しますが、豊臣軍の援軍を得て鎮圧し、
大名家内部の統一に成功。近世大名として、盛岡藩主を務めていくこととなります。

伊
だ て

達氏 藤原北
ほ っ け

家を出自とし、もとは常
ひ た ち

陸国伊
い さ

佐郡や下
し も つ け

野国中
なかむらのしょう

村荘などの藤原家領を統治していました
が、源頼朝から陸奥国伊達郡を与えられて伊達氏を名乗ったとされます。南北朝時代には南朝
北畠顕家に属しますが、のち北朝に従い室町将軍家に接近して京都御

お ん ふ ち し ゅ う

扶持衆の立場を獲得。戦
国時代に伊達稙

た ね む ね

宗は奥州探題大崎氏の内紛に介入して二男義
よ し の ぶ

宜を大崎氏の養子に送り込み、さ
らに羽

う し ゅ う

州探題最
も が み

上氏も勢力圏内に組み込みます。以後、居城を米沢城に移した伊達氏は政宗
の代に強硬な領土拡張政策を進めますが、豊臣秀吉が発した惣

そ う ぶ じ れ い

無事令への違背（蘆
あ し な

名氏との
摺
す り あ げ は ら

上原合戦）や葛西大崎一揆煽
せ ん ど う

動などが露見し、秀吉に旧領を没収され、旧葛西・大崎領への
所
ところがえ

替となります。それでも石
こ く だ か

高では諸大名を凌ぎ、のちの仙台藩の礎
いしずえ

を築きました。

中世の主な氏族 ④

9



Ⅱ 胆沢・江刺郡の中世城館
　奥州市（胆沢・江刺郡と東磐井郡の一部）には多くの中世城館が残り、現在もその遺構
を見ることができます。主に山頂部や尾

お ね す じ

根筋、または平坦な土地に築城されたものなど
200 ヵ所以上あると考えられます。そのほとんどの城館は、天

て ん し ゅ か く

守閣や石垣などで築かれ
たものではなく、堀を巡らして、その内側に土

ど る い

塁を設け、山の尾根などを造成して郭
くるわ

（曲輪）
を築いたものです。また、日常は平地の館に居住し、戦などの有事の際は山間部に築かれ
た城へ立てこもります。このように数多くの中世城館が存在するのは、古くから在地に土
着してきた武士（土豪）たちがそれぞれに城館を構え、小規模単位の地域を支配してきた
ことに起因します。時には戦国大名や国人領主と密接に関わり、土豪同志が一揆を組織し
て対抗するなど、中世社会を生き抜いてきました。このような在地における勢力関係は、
兵力や経済力による秩序や序列（戦国大名 - 国人領主 - 土豪）の存在をうかがわせ、それ
が城館の規模や郭の数に具現化されている傾向がみられます。しかし、そのような在地
社会は、天正 18（1590）の奥羽仕置後、城

し ろ わ り

割（城館の破却）により、土豪たちは近世大
名の家臣となって城下
町に集住させられたり、
帰農する武士などが増
えたりするなど、数多
くあった中世城館は近
世城郭へと集約されて
いきます。

郭・曲輪（くるわ）

土塁（どるい）
切岸（きりぎし）
虎口（こぐち）
堀切（ほりきり）
堀（ほり）
竪堀（たてぼり）

惣構（そうがまえ）

平坦面を造成して、建物や兵の駐屯地とした施設。一番重要な郭は、一ノ郭（主郭）
で、その周囲や下段に二ノ郭・三ノ郭など複数の郭が設けられます。近世城郭では、
本丸・二ノ丸などと呼ばれています。また、山城などの場合は、階段状に配さ
れる腰

こ し く る わ

曲輪（郭）や、曲輪の周囲を巡る帯
お び く る わ

曲輪（郭）などの施設もみられます。

郭の外側に高く土盛りをして防御壁とした施設。

敵兵が登れないように山の斜面を削って人工的に作った傾斜面。

小口とも呼ぶ。城の出入り口。

山城の場合、城が築かれた尾根筋を堀で遮断する施設。

城館を囲い込む防御施設。空堀や水堀など。

郭から斜面地へ竪方向に構えた空堀。
敵が登ってくる時に横移動させないための施設。

城と城下町全体を堀や土塁で囲んだ城郭構造。小田原城や大坂城が有名。

城館用語あれこれ

出典：文化庁文化財部記念物課 2013『発掘調査のてびき』各種遺跡調査編
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１．大
お お ば や し

林城跡
　大林城跡は、胆沢郡金ケ崎町
永
な が さ わ

沢柏
か し や ま

山館・松本館他に所在し、
南を胆沢川、北が永沢川に挟ま
れた永

な が さ か え

栄丘陵の先端部（標高は
南西側で 106 ｍ、北東側で 70
ｍ）に立地します。その城域は、
東 西 約 1300 ｍ、 南 北 200 ～
500 ｍ、総面積約 33 万㎡を誇
る胆沢地方最大の城館です。別
名、百

も も お か

岡城・舞
ま い づ る

鶴館とも呼ばれ
た胆沢郡主柏

か し や ま

山氏の居城と伝え
られます。
　城の構造は、南西から北東へ丘陵に沿って広がる惣

そ う が ま え

構の城館で、南東側には内城域であ
る柏山館（主郭）・松本館（二ノ郭）・生

し ょ う じ ょ う じ

城寺館（三ノ郭）が配置され、北東側の平坦部に
は多くの屋敷地があったと推察されています。
　平成 5 ～ 7 年に行われた松本館跡の発掘調査では、巨大な堀跡・土

ど る い

塁跡、掘立柱建物跡・
虎

こ ぐ ち

口跡・腰
こ し く る わ

曲輪跡・帯
お び く る わ

曲輪跡などが検出され、かなり大規模な造成による城館であること
がわかりました。出土した遺物は、中国産陶磁器（青

せ い じ

磁・白
は く じ

磁・青
せ い は く じ

白磁・染
そ め つ け

付）、国産陶
器（瀬

せ と み の

戸美濃産・常
と こ な め

滑産）、かわらけ・石製品（石臼）などで、特に、天
て ん も く

目茶碗や天
て ん も く だ い

目台
などの茶器、青

せ い じ ば ん

磁盤や青
せ い は く じ

白磁梅
め い ぴ ん

瓶などの奢
し ゃ し ひ ん

侈品（贅
ぜ い た く

沢品・高級品）が出土するなど、柏山
氏の隆盛が遺物から窺うことができます。城館の年代は、遺物の年代や、城館の構造から、
15 世紀末～ 16 世紀と想定されます。

岩手県立
県南青少年の家

みどりの郷

大林城跡
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２．岩
い わ や ど う

谷堂城跡
　岩谷堂城跡は、奥州市江刺岩谷堂に
所在し、北上山地西端部の独立した丘
陵（館山）上に立地しています。標高
は 114m で規模は東西約 360 ｍ、南
北約 230 ｍ、南端の急崖下には人

ひ と か べ

首
川が流れており、館山全体が堅固な
要塞になっています。別名、江刺城、
柄
ひ し ゃ く が じ ょ う

杓ヶ城とも呼ばれ、中世は江刺郡主
であった江

え さ し

刺氏の居城。近世には伊達
忠
た だ む ね

宗の御部屋領として城代制が敷かれ
たのち、岩谷堂要

よ う が い や し き

害屋敷として忠宗の
子、宗

む ね の り

規が拝領。明治維新まで岩谷堂
伊達家が在館し、周囲には家

か ち ゅ う

中屋敷が
立地しています。
　構造は北東から南西に広がる尾根
上に展開した山城で、本丸と称され
る主郭部分には土

ど る い

塁と空堀が現存し
て い ま す。 本 丸 西 側 に は 帯

お び く る わ

曲 輪 と
堀
ほ り き り

切を挟んで中
な か く る わ

曲輪が設置されてお
り、近世の二の丸（二ノ郭）には岩
谷堂伊達家の居館がありました。北
西隅の大手門には外

そ と ま す が た

桝形虎
こ ぐ ち

口と幅
一 間 の 水 堀 が 隣 接 し、 表 門 の 内 部
には土塁で囲まれた馬出しがあり、
内
う ち ま す が た

桝形を経て二の丸の平場となりま
す。また、北側には堀切へと通じる
搦
か ら め で ぐ ち

手口の裏門があり、門の左右に向
かって柴垣が巡っていました。
　昭和 58 年と平成８年に行われた
部分的な発掘調査では、空堀や掘立
柱建物に伴う柱穴などが検出され、
特に柱穴群が密集。その中には隣接
するものや切り合っているものなど
があり、相当量の建物と数回の建て
替えがあったことが想定されます。
　出土した遺物は近世陶磁器類のほか、中世の中国産陶磁器（青磁・白磁・染付）と国産
陶器（瀬戸美濃産）がみられ、岩谷堂城の変遷の一端や築城が少なくとも 15 世紀代にま
で遡る可能性が示されます。

岩谷堂要害屋敷普請奉窺御絵図　享保 11 年（1726）
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３．白
し ろ と り だ て

鳥舘遺跡
　白鳥舘遺跡は、奥州市前沢字白鳥舘地内、北上川が半島状に大きく突き出た丘陵上に
所在します。遺跡は 12 世紀から北上川の川

か わ み な と

湊として利用されてきましたが、14 世紀末、
室町時代を迎える頃、丘陵に中世城館が築かれます。一方で、それまで利用されてきた低
地では遺構がなくなることから、流通拠点という機能は維持したまま、本拠地を丘陵へ移
したとみられます。
　城館は、14 世紀末頃に築かれた後、15 世紀に現在のような姿に改修されています。改
修された城館は、南北に延びる丘陵を堀で大きく３つに区画されており、北から順に本丸

（図Ⅰ）、二の丸（図Ⅱ）、三の丸（図Ⅲ）と俗称されています。東斜面に入り口が 2 か所
見つかっていることから、丘陵東側の北上川に面したところを正面としていたようです。
伝二の丸地区（図Ⅱ）では発掘調査などにより建物跡や土塁、入り口などが確認されます
が、伝本丸地区の遺構はまばらです。このことから当時の主たる居住の場は、伝二の丸地
区であったと考えられます。伝本丸地区については、かつて白山神社が鎮座していたこと
を考慮すると、聖地の空間であり、これを取り込んで城館が作られた可能性があります。
城館の年代は、出土遺物から 14 世紀後半から 15 世紀中ごろに限定され、戦国期には使
用されていません。戦国期に入り葛西氏の一円支配が進むなかで、河川交通の要衝として
の機能を失うことにより城館が廃さ
れ、戦国期には一般的な村と化して
いったと考えられます。
　白鳥舘の城主について、唯一城主
名がわかるのは、16 世紀初期の葛
西一族等奉加帳にみえる「白鳥　前
飛
ひ だ の か み

騨守重
し げ と き

時」です。彼は白鳥舘及び
周辺地域を領した一族の当主とみら
れ、当時葛西一族で広く用いられて
いた「重」の通字を用いていること
から、葛西氏の分流であったと推定
されます。

白鳥舘遺跡縄張図（室野秀文氏作図）花の絵が描かれた
かわらけ

東からみた白鳥舘遺跡

本丸、二の丸の間の堀跡
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４．安
あ べ だ て

倍館跡
　安倍館跡は、衣川の中心部、衣川が北股川と南股川に分岐する地点の丘陵上に位置します。
遺跡は南北 350 ｍ、東西 280 ｍの規模で、西から延びる尾根の先端部を利用し、頂部は
3 つの空堀で大きく区画されています。平場は、頂部（図　本丸跡）とその西につながる
尾根部分（図　西帯郭跡）、さらに遊歩道の東部の標高の低いところ（図　二ノ丸跡）に
あります。
　平成 4 ～６年度にかけて、農村公園を建設するため、本丸跡と西帯

お び く る わ

郭跡、遊歩道部分の
約 2,899㎡について、発掘調査が行われています。その結果、本丸跡と西帯郭跡から、多
数の掘立柱建物跡が確認され、茶碗や皿、甕などの陶磁器、鉄砲玉や湯釜などの鉄製品の
ほか砥石、ふいごの羽

は ぐ ち

口などの遺物が出土しています。出土した陶磁器をみると、15 世紀
後半から 16 世紀前半頃に利用された城館であることがわかります。陶磁器も中国産の染
付や青磁などを多く所有しており、この時期の奥州市内の城館としては、格の高い主要な
城館であったことが窺えます。安
永 6 年（1777）の上衣川村風土記
書上には「安倍新城　柏山伊

い せ の か み

勢守
居城」とみえ、地元では「舞

ま い づ る

鶴館」
とも伝えられてきたようです。
　衣川西

な れ や ま

風山に鎮座する八幡神
社に現存する天文 21 年（1552）
の造立棟

む な ふ だ

札に、「大旦那」として
「平

た い ら の し げ ま さ

重政」が登場します。衣川地域
を拠点とする領主の一人として知
られる机

つ く え ち

地氏も同じ棟札に登場し
ますが、ここでは西

に し く ぼ

窪氏や女
お ん な い し

石氏
と同じ「旦那」の一人に留まって
います。この棟札以外に明証はあ
りませんが、あるいは平重政は机
地氏などの衣川地域の他の領主よ
りも強い勢力を持った領主で、こ
の館を拠点としていたのかもしれ
ません。
　なお、重政は、白鳥氏と同じく、
平姓で「重」の字を使用している
ことから、葛西氏の一族だった可
能性があります。

安倍館跡縄張図（第 3 次発掘調査報告書を改変）

東からみた安倍館跡
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５．御
お い せ だ て

伊勢館跡（白
し ら い ざ か

井坂Ⅰ・Ⅱ遺跡）
　御伊勢館跡（白井坂Ⅰ・Ⅱ遺跡）は、奥
州市水沢佐倉河字白井坂地内に所在し、水
沢段丘高位面の縁

え ん ぺ ん ぶ

辺部上（標高 49 ～ 50 ｍ）
に位置します。城館の北側は北上川が南流
し、同じ段丘縁辺部に沿って南西側には
下
し も か わ ら だ て

河原館跡や、仙人西遺跡があります。また、
北上川に近接することから、舟運などと密
接なかかわりを持つ可能性もあります。
　城館は、推定の総面積が約 3 万㎡です。
東側が段

だ ん き ゅ う が い

丘崖で、西側の平坦面が自然の沢
を利用しつつ堀と土塁で区画して城域としています。城域内部は、5 つの郭

くるわ

によって構成
され、自然の沢と堀切によって構築された一ノ郭、その北側に二ノ郭を配しています。二
ノ郭の西側に三ノ郭が、南西側に四・五ノ郭が配置されています。
　主郭である一ノ郭は、長軸（北西 - 南東）113 ｍ、短軸（北東 - 南西）53 ｍの規模で、
内部には中心建物と考えられる大型掘立柱建物跡や付属棟、柵

さ く れ つ

列跡、門跡、土塁跡などが
検出されています。
　出土した遺物は、中国産陶磁器（青磁・白磁・染付）、国産陶器（古瀬戸・瀬戸美濃産・
唐津産）、かわらけ、瓦

が し つ

質土
ど き

器（火鉢・香
こ う ろ

炉）、銭
せ ん か

貨（北
ほ く そ う せ ん

宋銭・明
み ん せ ん

銭）などで、その７割が
一ノ郭から出土しています。遺物の年代から、15 世紀初頭には構築され、16 世紀末まで
存続したと推測されます。

御伊勢館遠景（一ノ郭）
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６．中
な か は た

畑城跡
　中畑城跡は、奥州市前沢古城字水上西地内に所在し、周囲が平坦な水沢段丘高位面の微
高地上（標高 32 ～ 34 ｍ）に位置します。別名、樫

か し や ま

山館とも呼ばれ、舘
た て は っ た ん ち ょ う

八反町・宿
しゅく

ノ前
ま え

などの字名が残る地域でもあります。
　城館は、南北約 230 ｍ、東西約 130 ｍの規模で、北側の外堀と西側の旧明

み ょ う ご さ わ

後沢川によっ
て囲まれた 3 つの郭（北から二ノ郭、主郭、三ノ郭）によって構成されます。
　主郭は、その周囲を内堀によって防御され、二ノ郭と三ノ郭に囲まれた中心部に位置し
ます。城域の中では、一番高い場所に位置し、西縁辺部と北縁辺部に土塁が残っています。
　二ノ郭では、北側の外堀内部から障子堀が検出されています。障子堀は、堀底に掘った
土手を障

し ょ う じ

子の桟
さ ん

状に区画したもので、攻め手が堀内を移動できなくするための障壁です。
この障

し ょ う じ ぼ り

子堀は、４条の細長い堀から構成されています。その規模は、幅 2.6 ～ 8.5 ｍとば
らつきがみられ、意図的に造成されたことが考えられます。また、外堀の北側には台形状
平場がみられ、馬出しの可能性があります。
　遺跡から出土した遺物は、中国産磁器（青磁・染付）、国産陶器（瀬戸美濃産）、かわら
け、木製品などであり、遺物の年代から 16 世紀の城館であると考えられます。

外堀跡（障子堀）

内堀跡
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　中国から輸入された青磁・白磁は、我が国において奢
し ゃ し ひ ん

侈品として珍重されました。古代では、胆
沢城などの官

か ん が

衙（国の役所・施設）遺跡を中心に出土しており、高級品として貴人が使用するイメー
ジがあります。中世では、主に城館跡から出土する傾向があり、城館の規模によって器種や出土量
に違いがみられます。例えば、戦国大名や国人領主などの大規模城館跡からは多種多様な中国産陶
磁器が出土し、武士たちの高貴な生活スタイルが垣間見られます。
　国産陶器は、尾

お わ り

張・三
み か わ

河国（愛知県）で作られていました。古代からやきものが盛んな場所で、
胆沢城跡などで出土する緑

りょくゆう

釉・灰
か い ゆ う

釉陶器や、平泉で出土する渥
あ つ み

美・常
と こ な め

滑焼が生産されていました。
中世になると、様々な器種が誕生し、古

こ せ と

瀬戸と呼ばれる陶器が作られました。15 世紀末頃には、
焼
しょうせいがま

成窯が窖
あ な が ま

窯から大量生産可能な大
お お が ま

窯に代わり、生産地も美
み の

濃国（岐阜県）まで拡大しました。こ
れを契機に瀬

せ と み の

戸美濃産の製品は、大量に生産され、全国へ瀬戸物として消費されるようになりま
した。また、瀬戸美濃産の製品は、武士や商人の間で広まった茶の湯文化とも密接に関わり、個
性豊かな茶器も続々と誕生しました。16 世紀末頃になると、北九州でも陶磁器生産が盛んとなり、
唐
か ら つ

津焼、伊
い ま り

万里焼などの肥
ひ ぜ ん

前製品が全国へ流通するようになりました。

やきものと中世城館

出典：盛岡市遺跡の学び館 2005『乱世を駆けぬけた武将たち』
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①

②③④⑤

⑥

① 瀬戸美濃 天目茶碗（15 世紀末～ 16 世紀後半）
② 瀬戸 天目台（15 世紀後半）
③ 中国 青磁碗（14 世紀前半）
④ 中国 染付皿（16 世紀）
⑤ 中国 白磁端反皿（15 ～ 16 世紀）
⑥ 中国 青磁盤（14 世紀前半）

松本館跡（大林城）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧⑨

⑩

⑪

⑫

⑬⑭

⑮

岩谷堂城跡 ①・② 古瀬戸 灰釉卸皿（15 世紀）
③ 瀬戸美濃 灰釉菊花皿（16 世紀）
④ 古瀬戸 灰釉三足盤（15 世紀）
⑤・⑥ 瀬戸美濃  灰釉皿（16 世紀）

⑦～⑨ 中国 染付皿（16 世紀）
⑩ 中国 染付碗（16 世紀）
⑪ 瀬戸 天目茶碗（15 ～ 16 世紀）
⑫ 中国 青磁端反碗（15 世紀）

⑬ 中国 青磁陵花皿（15 世紀）
⑭ 中国 青磁碗（15 世紀）
⑮ 中国 青磁細蓮弁文碗（15 世紀）

① ②

③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

御伊勢館跡（白井坂Ⅰ・Ⅱ遺跡）

①・② 瓦質土器 風炉（15 ～ 16 世紀）
③ 中国 天目茶碗（15 ～ 16 世紀）
④ 中国 白磁四耳壺（12 世紀）
⑤ 中国 青磁皿（15 ～ 16 世紀）
⑥ 中国 青磁陵花皿（15 ～ 16 世紀）
⑦～⑨ 中国 染付皿（16 世紀）

主な城館跡の出土遺物

胆沢郡金ケ崎町

奥州市江刺

奥州市水沢
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

㉜

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉛
㉚

㉒

㉓

㉔

㉕

㉙

㉖

㉗

㉘

① 砥石
② 青磁香炉
③ 青磁盤
④～⑦ 青磁碗（15 世紀）
⑧ 羽口
⑨ 中国産染付（16 世紀）
⑩ 古瀬戸卸皿

⑪～⑬ 古瀬戸碗（15 世紀）
⑭～⑯ 古瀬戸瓶類（14 ～ 15 世紀）
⑰ 古瀬戸盤
⑱ 擂鉢（瓦質土器）
⑲ 風炉（瓦質土器）
⑳・㉑ 古瀬戸壺
㉒～㉕ 信楽壺（15 世紀）

㉖・㉗ 常滑甕（15 世紀）
㉘ 在地産陶器甕（14 世紀）
㉙～㉜ ロクロかわらけ（15 世紀）

白鳥舘遺跡

①②③④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨⑩⑪⑫

⑬

⑭
⑮

⑯

⑰⑱

⑲ ⑳

㉑㉒

㉓㉔

㉕

㉙

㉖㉗㉘

㉜

㉛

㉚

㉝

㉞

㉟㊱

㊲

㊳㊴

㊵

㊶

㊷

㊸

㊹

①～⑬ 中国産染付碗・皿（15 ～ 16 世紀）
⑭～⑲ 青磁碗・皿（15 ～ 16 世紀）
⑳ 青磁碗（12 世紀）
㉑～㉔ 白磁碗・皿（15 世紀後半～ 16 世紀）

㉕～㊵ 古瀬戸・瀬戸美濃産陶器（15 世紀後半～ 16 世紀）
㊶ 瓦質土器
㊷・㊸ 古瀬戸瓶類（15 世紀）
㊹ 永楽通宝

奥州市前沢

安倍館跡
奥州市衣川
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７．林
は や し ま え

前Ⅱ遺跡
　林前Ⅱ遺跡は、奥州市水沢姉体町字林前地内に所在し、水沢段丘高位面の微高地上（標
高 37 ｍ）に位置します。遺跡の西側には 15 世紀の林前南館跡、16 世紀と考えられる上
姉
あ ね た い

体城跡があるなど中世城館が多くみられる地域です。
　遺跡からは、中世から近世の掘立柱建物跡 60 棟が検出されています。掘立柱建物跡は、
重複が多くみられ、16 世紀から近世にかけて変遷を繰り返しながら存続していたと考えら
れます。その中で、大型建物跡を中心として、その周囲に小型建物を配置している特徴が
みられ、その階層性が表れています。おそらく、大型建物跡は在地有力者の館であり、周
囲の小型建物跡を含めた集落遺跡と考えられます。また、集落遺跡であると同時に生産遺
跡でもあり、鍛

か じ い も の

冶鋳物生産や土器生産も行われています。鍛冶鋳物生産では、鋳
い が た

型、鉄
て っ さ い

滓、
埦
わ ん が た さ い

形滓、羽
は ぐ ち

口、炉
ろ へ き へ ん

壁片が多く出土し、土器生産は 16 世紀に行われていたと考えられ、かわ
らけ・火鉢・香炉などの破片の他、焼

し ょ う せ い が ま

成窯の炉
ろ へ き

壁や窯
か ま ど う ぐ

道具が出土しています。
　その他、遺跡から出土した遺物は、中国産磁器（白磁・染付）、国産陶器（瀬戸美濃産・
唐津産）、中国銭（永

え い ら く

楽通寶・朝
ち ょ う せ ん

鮮通寶）、土製水
す い て き

滴、銅製錫
しゃくじょう

杖など多種多様です。

林前Ⅱ遺跡全景
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　林前Ⅱ遺跡では、鍛
か じ い も の

冶鋳物生産や土器生産が行われ、様々な製品が作られていたことが想像で
きます。金属製品では、鋳物をはじめ、銑

せ ん て つ

鉄を脱
だ っ た ん

炭して作った鋼
はがね

の製造、その原料で製作した刃
物などの鋼製品などです。土器生産では、儀式や灯

とうみょうざら

明皿で使用するかわらけ、火鉢のほか香炉な
どの奢

し ゃ し ひ ん

侈品などです。
　中世日本では、平安時代後期に出現した座

ざ

と呼ばれる専売同業組合が商工業を独占してきまし
た。座は、本

ほ ん じ ょ

所（貴族・寺社などの荘
しょうえん

園領主）の保護のもと、中世を通じて様々な職種を生み、
商工業発達の一翼を担いました。しかし、16 世紀になると戦国大名による領国支配の中で市場
主義が芽生え、自由経済政策である楽市楽座が行われました。これに加えて、農業生産の向上に
より余剰農作物の流通や、南蛮貿易による舶

は く ら い ひ ん

来品の輸入により、商品経済がさらに活発化してい
きました。
　時代に触発されて、戦国大名の領国では、商品経済の発達、貨幣経済の浸透により、城下町が
発展していきました。その理由としては、織田信長の入京後から、畿

き な い

内を中心に城
し ろ わ り

割と家臣団の
城下町集住が加速し、巨大な消費者都市が出現したことです。そのような条件によって城下町に
は様々な商業地が設けられ、商工業が大いに栄えました。

商品経済を支える生産遺跡

生産された土器
林前Ⅱ遺跡

　（上段）火鉢
　（左下）かわらけ
　（右下）水滴

埦形滓（左）と羽口（右）
林前Ⅱ遺跡
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８．仙
せ ん に ん に し

人西遺跡
　仙人西遺跡は、奥州市水沢佐倉河字仙人地内に所在し、水沢段丘高位面の縁辺部付近（標
高 41-42 ｍ）に位置します、城館は平坦面に造成された単

た ん か く

郭構造の方形館で、北側には
北上川が南流します。
　その特徴は２期に分かれ、第 1 期は堀を持たず、中心建物（SB205）と付属棟で構成
されます。第 2 期になって館を区画する堀が完成されます。堀跡は北辺長 62.1 ｍ、東辺
長 43 ｍ以上、西辺長 8.5 ｍ以上、幅約 3.5 ～ 5.1 ｍ、深さ 1.6 ～ 1.9 ｍの薬

や げ ん ぼ り

研堀で、東
西辺の２か所からは、急に深さが浅くなる段差をつけた仕切り遺構がみられます。仕切り
遺構は、堀そのものの視覚的効果を意図して造作されたものと考えられます。また、北側
には取水溝が設けられ、水堀であった可能性も高いです。内部の建物は、第 1 期とほぼ
同じ場所に南北の縁を持つ１間×５間の中心建物（SB197）を配置して、その西側に方二
間建物（SB165。持

じ ぶ つ ど う

仏堂？）や付属棟で構成されます。
　遺物は少ないですが、中国産陶磁器（青磁・白磁）、国産陶器、かわらけ、瓦質土器（香炉）、
中国銭（北宋銭・明銭）などが出土しており、遺物の年代から 15 世紀の城館跡と考えら
れます。
　この城館は堀だけで防御施設を持たず、小規模であることから、小地域を治めた領主層
の館（屋敷）跡と考えられます。

仙人西遺跡全景

堀跡
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　仙人西遺跡の堀跡からは緡
さ し ぜ に

銭（銭
ぜ に な わ

縄にさしてある銭）が出土しています。この緡銭は計 76 枚で、
内訳が北

ほ く そ う せ ん

宋銭 51 枚、明
み ん せ ん

銭 19 枚、唐
と う せ ん

銭 2 枚、南
な ん そ う せ ん

宋銭 2 枚、金
き ん せ ん

銭 1 枚、不明 1 枚で、鋳造年代がもっ
とも新しい銭は明銭の永

え い ら く つ う ほ う

楽通寶 7 枚です。ちなみに、中世の緡銭は 97 枚で 100 文とした慣習があっ
たようで、なぜ 97 枚なのかはわかりません。
　12 ～ 16 世紀の日本では、中国銭を通貨とする貨幣経済でした。東アジアでは北宋時代（960 ～
1127 年）に大量の銭が生産され、アジア全域へ広まったといわれています。日本では、12 世紀後
半の日

に っ そ う

宋貿易にはじまり、国内へ大量の中国銭が輸入され、物々交換が主体であった経済は、貨幣
経済へと転換していきます。そのため、国内には中国銭が流通して、地方にまで浸透したため、多
くの中世遺跡から中国銭が出土しています。
　こうして銭が社会に広まったことで、時には銭不足に陥り、銭の価値が高くなる傾向が生まれま
した。そのため、銭の価値が高くなることを予想して備蓄するようになり、各地の遺跡で大量の銭
が壺や甕に入れて埋められた一括出土銭もみつかっています。
　16 世紀になると、土地の価値基準が、米の収穫量を銭で換算する貫

か ん だ か せ い

高制となり、武士の知行高
が貫高で表されました。特に東日本では永楽通寶が好まれ、永楽通寶による貫高を永

え い だ か

高と呼び、江
戸時代初期まで基本貨幣として流通しました。

中国銭と中世日本経済

煕寧元寶
北宋  1068 年

天聖元寶
北宋  1023 年

元豊通寶
北宋  1078 年

元豊通寶
北宋  1078 年

元豊通寶
北宋  1078 年

皇宋通寶
北宋  1037 年

永楽通寶
明  1408 年

皇宋通寶
北宋  1037 年

永楽通寶
明  1408 年

煕寧元寶
北宋  1068 年

皇宋通寶
北宋  1037 年

洪武通寶
明  1368 年

大観通寶
北宋  1107 年

正隆元寶
金  1157 年

永楽通寶
明  1408 年

元符通寶
北宋  1098 年

洪武通寶
一銭

明  1368 年

煕寧元寶
北宋  1068 年

皇宋通寶
北宋  1037 年

洪武通寶
明  1368 年

淳煕元寶
十三

南宋  1174 年
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Ⅲ 中世の諸宗派と胆沢・江刺郡
　中世は新興宗派による巡

じゅんしゃく

錫の道が開かれた時代でもあります。
　平安時代末期から鎌倉時代にかけて興った新しい仏教には、念仏を第一とする浄土教系
の浄土宗、浄土真宗、時

じ し ゅ う

宗。法華経を根本に掲げる日
に ち れ ん

蓮宗などに加え、当時の宋から伝え
られた禅宗の臨済宗と曹洞宗があります。
　中国で広がった末法思想と、極楽への往

お う じ ょ う

生を願う浄土教の教えは、平安時代に源
げ ん し ん

信らに
よって広がりましたが、次第に民衆にも定着していきました。そこから興った浄土宗・浄
土真宗・時宗はいずれも念仏によって阿弥陀仏の救済を受け、極楽に往生するという分か
りやすい教えでした。法

ほ う ね ん

然は専
せ ん し ゅ う ね ん ぶ つ

修念仏 ( 念仏を唱えるだけで救済される ) を唱えて庶民に
その教えを説き、親

し ん ら ん

鸞はその教えを発展させ、一
い っ ぺ ん

遍は踊りながら念仏を唱えることで得ら
れる忘

ぼ う が

我の境地を説きました。
　禅宗は瞑

め い そ う

想して悟りを開いた釈
し ゃ か

迦に倣
な ら

い、静かに坐
ざ

して真理を得ようとする教えで、唐
と う

の時代に達
だ る ま

磨によって創始され、宋
そ う

代にも引き継がれました。栄
え い さ い

西は宋に２度渡って臨済
宗を伝え、鎌倉幕府の北条氏の保護を受けました。北条氏は建

け ん ち ょ う じ

長寺や円
え ん が く じ

覚寺を建立するな
ど、臨済宗は鎌倉政権と結ぶことで教勢を拡張させました。その後も室町政権とも係わり
合いながら、五

ご ざ ん せ い ど

山制度（禅宗の保護と統制の目的で定めた寺格）を確立。朱
し ゅ し が く

子学（儒教）
も需要し、五山文学と称される漢詩文学も誕生しました。同じく宋に滞在して曹洞宗を伝
えた道

ど う げ ん

元は、越前の山中に永
え い へ い じ

平寺を建て、只
し か ん た ざ

管打坐（ひたすら坐
ざ ぜ ん

禅すること）を提唱。土
着的信仰とも結びつきながら曹洞宗は民衆に浸透していきました。
　比

ひ え い さ ん

叡山延
え ん り ゃ く じ

暦寺で学んだ日蓮は法華経を教えの根本に据え、他宗派を論
ろ ん な ん

難したことで、特
に念仏衆徒と激しく衝突。幕府当局からも危険視されたことで、日蓮は布教を禁じられ、
佐渡に流罪となりますが、赦免後の建長５年 (1253) に日蓮宗を立教し布教につとめました。
　また、中世は旧来の仏教復興も図られ、法

ほ っ そ う し ゅ う

相宗の解
げ だ つ し ょ う に ん

脱上人は戒
か い り つ

律の再興に努め、宋から
帰国した俊

しゅんじょう

芿は天台・真言・律
り つ

・禅の諸宗兼学の道場として泉
せ ん に ゅ う じ

涌寺を創建しました。高野
山の明

み ょ う え

恵は法
ほ っ け し ゅ う

華宗を復興させ、法然の念仏に強く反論。戒律の復興と真言密教を融合させ
て真

し ん ご ん り っ し ゅ う

言律宗を始めた叡
え い そ ん

尊とその弟子の忍
に ん し ょ う

性は、道路建設や貧困者、傷病人の救済施設の
設置など慈善事業を展開し、大きな勢力となりました。このように、鎌倉時代の律

り っ し ゅ う

宗は
南
な ん と ろ く し ゅ う

都六宗（奈良時代の仏教学派）を脱却し、新仏教の側面を帯びるようになります。

１．浄土信仰と「まいりのほとけ」
　和賀の是

ぜ し ん ぼ う

信房は、親鸞上人の高弟でした。俗
ぞ く み ょ う

名を源
みなもとのむねふさ

宗房といい、反平家の旗を挙げ宇治
川に敗死した源

げ ん さ ん み よ り ま さ

三位頼政の曾孫にあたると伝えられています。宗房は常
ひ た ち

陸国に隠棲中に親
鸞と出会い仏門に入ったとされています。その人物が浄土真宗の布教を目指して、弟子を
ともない和賀郡に来往したのは、鎌倉前期の寛喜 3 年（1131）頃とされ、和賀郡の一

ひとつかしわ

柏 ( 現
花巻 ) に残る塚や石碑は、是信房が結んだとされる庵

あ ん し つ

室の所在を示唆するものともいわれ
ています。
　是信房が最後に住まいした紫波郡彦

ひ こ べ

部の石森山本
ほ ん せ い じ

誓寺には、大勢の信徒が参集し教団の
中心として栄えることになりました ( 本誓寺は近世に盛岡へ移転 )。是信房の教えは信徒
らによって広められ、和賀・稗

ひ え ぬ き

貫・紫波・胆沢・江刺の一帯から出
で わ

羽や津軽方面まで影響
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をおよぼし、各地には今なお伝えられる「まいりのほとけ」の信仰があります。
　「まいりのほとけ」は祭日に家やお堂に縁者近隣の人々が集まり参拝する掛軸や木像で、
呼称も「まいりのほとけ」のほか「十月ぼとけ」「オヒラサマ」「カバカワサマ」「太子さま」
などとも呼ばれています。祭日には縁者近隣が米を持ち寄って参集し、念仏を唱え精進し
て過ごした後、帰りにはお供えの団子や饅頭などが土産として配られます。この信仰が浸
透・定着した理由として、庶民の間にまだ菩

ぼ だ い じ

提寺がなかった時代、亡くなった人があれば
その枕元、あるいは墓所に行き掛軸や木像を祀り、皆で極楽往生を祈念したことに由来す
るものと考えられています。
　掛軸に描かれる多くは「阿弥陀如来」や「聖徳太子」で、ほかにも「善

ぜ ん ど う だ い し

導大師」「不動
明王」「地蔵菩薩」「釈迦涅

ね は ん ず

槃図」があり、「南無阿弥陀仏」と大書された名号などもあり
ます。特に聖徳太子画像は父である用

よ う め い

明天皇を看病し、病気平癒を祈った 16 歳の太子の
姿「孝養太子像」や、27 歳の太子が甲

か い

斐国から献上された黒駒に乗り３日間の内に富士
山を登り、信

し な の

濃の善
ぜ ん こ う じ

光寺を参拝して都に帰ってきたという逸話を題材に描かれた「黒駒太
子像」が多くみられます。このことから「まいりのほとけ」は善光寺聖

ひじり

などの遊
ゆ ぎ ょ う そ う

行僧、聖
徳太子を深く信仰していた親鸞を祖とする浄土真宗が伝播したことと深い関わりがあると
考えられ、ことさら岩手県中南部では是信房の活動の影響によるところが大きいとみられ
ています。さらに、是信房の命日がある 10 月を祭日とする家が多いことも、かつては是
信房への供養の念を捧げる日であったものが、江戸時代に庶民が菩提寺を持つに至ってか
らは、慣例としての「拝

お が み び

日」だけが残り、祖霊を祀る行事へと変化を遂げながら伝承され
るようになったとも考えられます。なお、江刺地域では「オシラ神（オシラサマ）」と習
合している事例も多くみられます。

黒駒太子画像
（市野々のまいりのほとけ）

室町時代
紙本著色　48.6 × 103.0㎝

個人蔵（胆沢郷土資料館収蔵）

放光阿弥陀如来像
（市野々のまいりのほとけ）

室町時代
紙本著色　37.4 × 87.0㎝

個人蔵（胆沢郷土資料館収蔵）

六字名号
（市野々のまいりのほとけ）

室町時代
紙本著色　27.4 × 101.5㎝

個人蔵（胆沢郷土資料館収蔵）
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２．一
い っ ぺ ん し ょ う に ん

遍上人と「聖
ひ じ り づ か

塚」
　時宗の開祖、一遍上人が廻

か い こ く し ゅ ぎ ょ う

国修行の道すが
ら、陸奥国江刺郡にまで足を延ばして、祖父
の河

こ う の

野通
み ち の ぶ

信の墳
ふ ん ぼ

墓を訪れたのは、鎌倉時代後
期の弘安 3 年 (1280)。その墳墓前で誦

ず き ょ う

経・
念仏に没入する一行の姿が『一

い っ ぺ ん

遍聖
ひ じ り え

絵』に描
かれています。
　伊

い よ

予国の豪族、河野通信は承
じょうきゅう

久合戦で敗れ、
当地へ流

る け い

刑に処されて没しましたが、その墳
墓の所在は一遍の訪れのあった後は不確かな
ものとなっていました。それが、北上市稲瀬
水越の聖塚にあたるらしいということが昭和 39 年 (1964)、司東真雄氏の探索によって
判明しています。
　一遍上人の踊り念仏の教えは、爆発的な人気を博し、各地に時宗の道場が開かれるなど
教団としての勢いを伸張させました。時宗の総本山、藤沢清

せ い じ ょ う こ う じ

浄光寺 ( 遊
ゆ ぎ ょ う じ

行寺 ) に伝えられ
る『時

じ し ゅ う

衆過去帳』には、「珠阿弥陀仏（薄衣）」「良阿弥陀仏（カサイ）」「其阿弥陀仏（ヘヌキ）」
「臨阿弥陀仏（水沢）」「陵阿弥陀仏（寺林）」「重阿弥陀仏（サラキ）」「陵阿弥陀仏（田山殿）」
「像阿弥陀仏（鎮守三留入道）」「直阿弥陀仏（鎮守夷路智）」「覚阿弥陀仏（南部殿信州）」「臨
阿弥陀仏（薄衣勝蓮寺衆）」「其阿弥陀仏（葛西専称寺）」などの人物がみられ、尼僧では「了
一房（寺林）」「東一房（三部）」「大一房（ウス衣）」「見一房（水沢）」「尊一房（シツ□□）」
などの岩手県地方に関する地名や人名もみられます。葛西殿や南部殿といった領主層から
一般庶民に至るまで、時宗による広範な教勢の伸展がうかがえます。

聖塚の画像

３．みちのくの道場　正法寺
　 曹 洞 宗 の 古

こ さ つ

刹、 正 法 寺 は 貞 和 4 年 (1348)、
無
む て い り ょ う し ょ う

底良韶によって開山されました。無底は能登国の
出身で、總

そ う じ じ

持寺二世、峨
が ざ ん じ ょ う せ き

山紹碩の高弟です。無底を
継いだ月

げ っ せ ん り ょ う い ん

泉良印は磐井郡に移った気仙沼熊谷氏の出
身で、数多くの弟子を養成し、伽

が ら ん

藍を整備。学僧・
修行僧が参集したほか多くの信奉者を得て正法寺一
門を大きく発展させ、奥羽の総本山の地位をかたち
づくりました。創建からこの間までに綸

り ん じ

旨（天皇に
よる命令書）および總持寺峨山からの認可を得て、
正法寺は永平寺、總持寺と並んで正式に東北地方に

おける「第三の本山」の格式を得ました。その勢力は東北地方一円に広がり、往時の末寺
数は 508 カ寺とも 1,200 カ寺ともいわれています。「第三の本山」の格式は江戸時代初期
に幕府の政策によって失われ、正法寺は總持寺の直

じ き ま つ ひ っ と う

末筆頭寺院となりますが、由緒ある古
寺として仙台藩から 75 石の寺領を得て、法堂 ( 本堂 )、仏殿、山門は藩によって修復さ
れるなど格別の庇護を受けました。

聖塚（河野通信墓所）

正法寺本堂
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４．山岳霊場と修験道

　中世は宗門の拡張に交わって、紀
き し ゅ う

州熊野や
出羽三山などを目指す巡礼者の姿もありま
した。県内では岩

が ん じ ゅ さ ん

鷲山 ( 岩手山 )、早池峰山、
胆沢郡の駒ヶ岳などが地方霊場として発展。
同時にこうした霊場の縁

え ん ぎ せ つ

起説を流
る ふ

布し、活発
に巡礼の引導役を担ったのが修験者たちでし
た。彼らは江戸時代には里

さ と や ま ぶ し

山伏として各村落
に定着し、あらゆる角度から民間信仰の中枢
を掌

つかさど

るまでに至ります。
　岩鷲山は岩手の最高峰、岩手山の別称で春
になると斜面に残雪でワシの形が現れることからその名があります。伝承では平安時代に
坂
さ か の う え の た む ら ま ろ

上田村麻呂が地域の安定と繁栄を願い、山頂に阿弥陀三尊を祀り「岩鷲山大
だ い ご ん げ ん

権現」とし
たことを端緒とし、鎌倉時代には源頼朝に命じられた工藤行

ゆ き み つ

光が山を総括する宮司に就任。
室町時代末期には南部氏が岩手山を領内の総鎮守とし、江戸時代は大

だ い し ょ う じ

勝寺が別当として支
配。現在は滝沢の岩手山神社などが祭祀を行っています。
　早池峰山は花巻大

お お は ざ ま

迫にある霊山で、瀬
せ お り つ ひ め の み こ と

織津姫命を祀る早池峰神社があります。伝承では
平安時代初期に狩猟の藤

と う ぞ う

蔵が山中で十一面観音 ( 瀬織津姫 ) の尊像をみつけ、山頂に祀っ
たのを創始としています。また、慈

じ か く だ い し

覚大師円
え ん に ん

仁が山中に建立したとされる別
べ っ と う

当寺は山頂の
霊
た ま い け

池に因んで妙
み ょ う せ ん じ

泉寺と号していました。『遠野物語』には三姉妹の女神が岩手の山々を取
り合い、末の妹の神が機転を利かせて早池峰を手に入れた話が伝えられています。江戸時
代には藩主南部家に牛

ご お う ほ う い ん

玉宝印を献上していました。
　駒ヶ岳山頂に鎮座する駒形神社は仁

に ん じ ゅ

寿元年 (851) と貞
じ ょ う が ん

観４年 (862) に神
し ん か い

階が昇
し ょ う じ ょ

叙された
記録がみられます。特に貞観４年は胆沢城創建から 60 年の節目であり、黒

こ く せ き じ

石寺の薬師如
来坐像が建立されるなど、当時は鎮守府胆沢城を中心に文教施策が展開していたことがう
かがえます。また、藩政時代には山頂社殿が仙台・盛岡藩の藩

は ん き ょ う

境起点となり、両藩の庇護
により約 20 年ごとに社殿が造り替えられていました。

胆沢川上流（奥州湖胆沢ダム）に鎮座する猿岩

駒ヶ岳山頂（駒形神社奥宮）
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５．板
い た び

碑の造立
　板碑は鎌倉時代から安土桃山時代にかけてつくられた供養塔で、死者の追善や後世の安
楽を願って全国各地で造立されました。
　各地方で使用する石材が異なるため、地域によって形状も様々ですが、板碑の発生は関
東武士の本拠地である武

む さ し

蔵国中北部であると考えられ、そこから徐々に周辺地域に広まり、
やがて全国に分布するようになったとみられます。
　全国的にみると関東地方で最も多くつくられていることがわかり、鎌倉時代に始まった
板碑造立の風習は東国を中心に盛行し、中世の終末には姿を消してしまいます。やがて江
戸時代には墓石の建立が一般的となることから、板碑は中世を代表する石造物といえます。
　この板碑造立の風習は水陸の交通路に沿って岩手県地方にも伝わっています。
　県内の板碑の総数は、概数で1,000基が所在するとされていますが、その内、磐井地方(一
関・平泉 ) に約 800 基が集中。特に高密度な地域は平泉以南の北上川流域 ( 川崎・藤沢・
花泉 ) で、その分布は宮城県の北上川流域へと連続しています。
　最古の紀

き ね ん め い

年銘を有する碑は一関市川崎町門崎に所在する最
さ い み ょ う じ

明寺の建長８年 (1256) 銘の
もので、最新の年号は一関市花泉町日

ひ か た

形の大
だ い え い

永５年 (1525) とみられることから、岩手県
内における板碑の造立は一応、13 世紀後半から 16 世紀前半の 270 年間と考えられます。

板碑　応永２年（1395）
62 × 32㎝

應永二年　乙　亥　十五日
花泉町老松（老松小学校裏）

一関市所蔵（一関市民俗資料館収蔵）

板碑　鎌倉時代～室町時代
60.8 × 23.4 × 13.3㎝

花泉町老松（王壇遺跡）
一関市所蔵（一関市民俗資料館収蔵）

板碑　康暦２年（1380）
　73.8 × 35.4 × 15.4㎝

康厯（暦）二年十月廿五日　施主　敬白
花泉町老松（王壇遺跡）

一関市所蔵（一関市民俗資料館収蔵）

板碑　康暦元年（1379）
　63.0 × 13.6 × 4.6㎝
康暦元年十一月十八日
花泉町老松（王壇遺跡）

一関市所蔵（一関市民俗資料館収蔵）
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